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中国の⽼⼈福祉施設におけるサイン·情報システムの提案	
	
 
 
１.	研究概要	
	 近年、中国は⾼齢化時代になり、⾼齢者の⼈⼝
が増加している。⽇本は⽼⼈福祉施設におけるサ
イン·情報システムの研究が進んでいて、わかりや
すい、住みやすい⽼⼈福祉施設が多様に⾒受けら
れる。中国では、⽼⼈福祉施設のサイン·情報シス
テムにあまり注⽬されていない。サイン·情報シス
テムがある場合でもサインデザインは明確でなく、
ただやみくもに⾊を組み合わせて、重要な情報が
得られない、情報が多すぎるなど、わかりやすさ
をはじめとするデザインがすぐれているとは⾔い
難いものが多い。中国と⽇本の現状や習慣は近い
ので、⽇本の⽼⼈福祉施設のサイン、情報システ
ムは⼤変参考になると考えられる。	
	 本研究では、⽇本と中国の⽼⼈福祉施設におけ
るサイン・情報システムを⽐較し、それをデザイ
ンするための考え⽅や、⽼⼈福祉施設の利⽤者に
必要な情報を整理した上で、様々な情報を伝える
⽅法を考案し、中国の⽼⼈福祉施設におけるサイ
ン・情報システムを作り、中国の⾼齢化社会へ貢
献することを⽬的とする。	
	
2.研究プロセス	
(1)調査	
a.⽂献調査	
	 ⽇中の⾼齢化社会の状況、⽼⼈福祉施設の現状
を調査する。	
	
b.現地調査	
⽇中の⽼⼈福祉施設へ⾏き、サイン・情報システ
ムを調査する。⾼齢者の⽣活を観察して、サイン・
情報システムが与える影響を抽出する。収集したサ
イン・情報システムの構成と要素を整理する。	
	
c.ヒアリング調査	
	 観察の分析結果を補⾜するため、⽇本の⽼⼈福祉
施設のサイン・情報システムが⽼⼈の⽣活にどの
ようなよい点を与えるかについて、⽼⼈福祉施設に
住んでいる⾼齢者と、スタッフにヒアリング調査を
⾏う。形式はインタビューとし、観察で問題になっ
た点について、その空間のサイン・情報システムを
⾼齢者が理解しやすいかどうか、また、⽼⼈福祉施
設で使いやすいかどうかを明らかにすることを⽬
的として⾏う。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
(2)分析・考察	
	 a~cの調査結果をもとに、わかりやすく癒される
空間を作るため、どんな情報が必要で、どのように
して情報を伝えるかを考察する。通常のサインだけ
ではなく、アニメや平⾯的、⽴体的なデザインなど
の⼿法で、サインシステムをその空間と環境に融合
するという課題を設定する。	
	
(3)先⾏試作、検証	
	 サイン・情報システムの模型やコンテンツを試
作し⽇中の⽼⼈福祉施設の現場で検証する。	
	
(4)対象施設の調査	
	 対象とする中国の⽼⼈福祉施設へ⾏き、サイン・
情報システムを中⼼とし、調査と試作検証を⾏う。	
	
(5)デザイン提案	
a.デザインコンセプト	
⽼⼈福祉施設の⾼齢者たちが⽣き⽣きと暮らす
ために、わかりやすく遊び⼼もある⽴体的サイン・
情報システムをデザインする。⽴体化する⼿法とし
て、折り紙を取り挙げる。	
折り紙は中国の伝統的な⽂化である。折り紙は⻑
寿や幸せ、祈りなどの意味を含めて、⽼若男⼥を問
わず遊びこころを持つ⼈に愛されている。	
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b.平⾯デザイン図	
平⾯的なデザインアイディアを出す。	
	 	
	
	
	
	
	
	
	
c.システム図	
サイン・情報システムの流れを描く。	
	
	
	
	
	
	
d.CG試作	
平⾯的なデザインのアイディアをCADでモデリ
ングし、CG試作を制作する。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
e.サンプル造形（２案）	
	
	
	
	
	
	
	
	
パネルと⽴体のコントラストを検討する。	
	
f.デザイン検証	
	 ⾼齢者メガネを利⽤し、サンプルの⾒えやすさを
現場で検証する。	 	
	
	
	
	
	
	
g.デザインCG	
	 最終デザイン案を3DCADでモデリングする。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
h.合成写真	
対象となる施設への設置をシュミレーションする。	
	
	
	
	
	
	
	
3.研究の振り返り	
今回は中国の⽼⼈福祉施設を対象としたが、⽇中
の⽂化が似ているため、折り紙⽂化を共有している
⽇本の⽼⼈福祉施設にも適⽤できると考えている。
折り紙の造形は、⽴体的な形なので、表⽰のコント
ラストや具体性を⾼めわかりやすくなる。	
現在、中国でも３Dプリンターをものづくりに活
⽤している。それを利⽤し、データから直接サイン
の製品を作ることができると考えられる。	
さらに⽇本の⽼⼈福祉施設のように、⾼齢者たち
の作品（折紙も作品によく現われる）を掲⽰板に展
⽰する。作品を完成するときは指や脳のトレーニン
グもできる。⾼齢者にとって⽣き⽣きとした鮮やか
な暮らし環境を作ろうと考えている。		
